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「生団連ニュースレター」は、国民の生活・生命を守るという使命を追求する生団連の

取り組みに関する最新情報を、日頃ご支援いただいている皆様にお伝えしています。

平成２８年２月号

国民生活産業・消費者団体連合会

ニュースレターニュースレターニュースレターニュースレター

12月17日に第7回食品廃棄対策委員会を開催し、食品廃棄

削減に向けたこれまでの取り組み報告及び今後の活動につ

いて議論しました。議論を踏まえ、今後の活動については、

引き続き生活者への周知啓発に取り組むこととし、その中

でも特に期限表示に焦点をあてた活動を行っていくことと

しました。

期限表示は生活者と事業者の双方にとって食品廃棄を引

き起こす一因となっており、その解決には生活者の理解と

行動が非常に重要となります。具体的な取り組みについて

は、今後委員の皆様のご意見をいただきながら検討してい

きますが、生活者に期限表示についてより理解を深めてい

ただき、望ましい行動が取られるよう取り組みを行います。

会の後半では情報交換会として、伊藤ハム様、さとの雪

食品様（日本乾燥おから協会様）、サミット様、ニチレイ

フーズ様より食品廃棄削減の取り組み等についてご紹介い

ただき、参加者同士の相互理解の促進を図りました。
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定例勉強会定例勉強会定例勉強会定例勉強会

※文中の肩書は、実施日当時のものとなります。

【お問合せ先】

国民生活産業・消費者団体連合会 清水(栄)／宮田 ☎：03-3662-5240 ✉：jimu@seidanren.jp

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町3-6-2 小津本館ビル7階 URL：http://www.seidanren.jp/

買エルマン買エルマン買エルマン買エルマンTwitterTwitterTwitterTwitterキャンペーンキャンペーンキャンペーンキャンペーン

平成28年1月25日（月）に新年第1回目となる定

例勉強会を憲政記念館にて開催いたしました。

今回は、「TPPをはじめとする政策、及びFTAが今後

世界経済、日本経済に与える影響について」と題

しまして、衆議院議員・前経済産業副大臣の山際

大志郎先生にご講演いただきました。

技術革新に伴う第4次産業革命の与える経済界

への大きな影響、大筋合意されたTPPや現在交渉

中のRCEPといった国際社会との経済連携の推移

などについて、わかりやすくご説明いただきました。

ご参加いただいた皆様からは多くの質問があが

り、非常に有意義な勉強会となりました。

生団連では、男性の家事参加のきっかけ作りと

なる買エルマンキャンペーンを推進しています。こ

のキャンペーンは「会社帰りに家へ連絡する時に、

何か買う物がないかきく」という普段の行動から始

める家事参加を提唱しています。

昨年11月より実施しているQuoカードのプレゼント

キャンペーンは、2月11日からはいよいよ最終の第

3弾がスタートします（3月10日〆切り）。ぜひご参加

のほど、よろしくお願いいたします。
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衆議院議員 山際 大志郎 先生

内閣府からのお知らせ内閣府からのお知らせ内閣府からのお知らせ内閣府からのお知らせ

平成平成平成平成28282828年度「男女共同参画週間（年度「男女共同参画週間（年度「男女共同参画週間（年度「男女共同参画週間（6666月月月月23232323日～日～日～日～29292929日）」キャッチフレーズ募集中日）」キャッチフレーズ募集中日）」キャッチフレーズ募集中日）」キャッチフレーズ募集中

募集テーマ：旧来の労働慣行や意識を変え、女性も男性も多様な暮らしや働き方が可能な社会を

作るためのキャッチフレーズ

応募資格：どなたでも応募できます。ただし、応募作品は未発表の自作のものに限ります。

応募期限：2月29日（月）まで

応募方法：男女共同参画局サイトのキャッチフレーズ募集ページから、応募フォームに必要事項を

入力して御応募ください

※詳細はこちらのURL（http://www.gender.go.jp/public/week/week.html）をご覧ください。

【本件に関するお問合せ】

内閣府男女共同参画局総務課「キャッチフレーズ募集係」 03-5253-2111（代表）


